
 

帯状疱疹の予防接種は義務ではなく、希望される方に行うものです。 

説明書をよくお読みいただき、予防接種の効果や副反応の可能性などをご理解の 

うえ、本人が接種を希望される場合にお受けください。（自己負担額あり） 

 

１． 対象者は、令和 8年度に 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、 

100歳になる人です。   

 

 

 

 

２． 接種期間は、令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31日までです。 

この期間以外は、任意予防接種（全額自己負担）になります。 

※ 別紙 「協力医療機関名簿」 から、ご希望の医療機関に問い合わせをして 

事前に予約をお願いします。 

  

◎ ワクチンには発症を予防する効果があります。ワクチンを接種することによって発症を

100％防ぐことはできませんが、かかった場合でも重症化を防ぐ効果が期待されています。 

※ 病院により接種できるワクチンが違います。協力医療機関にご確認ください。 

 組換えワクチン 生ワクチン 

接種回数 2回 (筋肉内に接種) １回 (皮下に接種) 

接種条件 免疫の状態に関わらず接種可能 
病気や治療によって、免疫が低下

している方は接種できません。 

 

 

 

接種スケジュール 

通常、2か月以上の間隔をあけて

2回接種 

※病気や治療により、免疫の機能が 

低下した、または低下する可能性

がある方等で、医師が早期の接種

が必要と判断した場合、接種間隔

を 1か月まで短縮できます。 

期間内に 1回接種 

※他の生ワクチンを接種される場合 

このワクチンを接種してから 27 

 日以上あけて接種してください。 

接種に注意が 

必要な方 

筋肉内に接種をするため、血小板

減少症や凝固障害を有する方、抗

凝固療法を実施されている方は注

意が必要です。 

 

輸血やガンマグロブリンの注射を

受けた方は治療後 3 か月以上、大

量ガンマグロブリン療法を受けた

方は治療後 6か月以上置いて接種

してください。 

◎ これまでに帯状疱疹予防接種が完了している場合は、対象とはなりません。       

ただし、医師が接種を必要と認める場合は、接種することができます。 

令和 8年度 「帯状疱疹
たいじょうほうしん

予防接種について」 

３． 帯状疱疹ワクチンには、組換えワクチンと生ワクチンの 2種類があります。 

裏面へ 



＜予防接種を受けることができない人＞ 

・ 発熱のある人（体温が 37.5℃以上） 

・ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

・ 予防接種の成分によって、アナフィラキシーショックを起こしたことが明らかな人 

・ その他、医師が不適当な状態と判断した場合 

※ 心臓血管系疾患、肝臓疾患、腎臓疾患、血液疾患等の基礎疾患を有する方、予防接種を受けて 2 日

以内に発熱や全身の発疹などのアレルギー症状があった方、けいれんを起こしたことがある方、免

疫不全と診断されている方や、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方、帯状疱疹ワクチンの成分

に対してアレルギーを起こすおそれのある方等はいずれのワクチンについても注意が必要です。 

ワクチンの予防効果、安全性、副反応などについては、別紙 「厚生 

労働省チラシ」の裏面でご確認ください。 

 

・ 自己負担金 （接種 1回あたり、次の自己負担額が必要になります。) 

 組換えワクチン（２回接種） 生ワクチン（１回接種） 

町民税課税世帯 １回 4,000円 1,500円 

町民税非課税世帯 無料 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 予防接種を受けた後、接種した部位が痛みや熱をもってひどく腫れる、全身 

のじんましん、繰り返す嘔吐、顔色の悪さ、低血圧、高熱などが現れたら、 

必ず医師（医療機関）の診療を受けてください。 

○ 接種後は接種済証を受け取り、健康手帳などと一緒に大切に保管しましょう。 

 

帯状疱疹とは？ 

帯状疱疹は、神経の流れに沿って体の片側の一部にかゆみ、ピリピリした痛みといった症

状が出た後に、赤い水ぶくれ（水疱）が現れる病気です。この病気は、過去にかかった水ぼ

うそう（水痘）のウイルス（水痘・帯状疱疹ウイルス）が原因で起こります。水ぼうそうが

治った後もこのウイルスが体内に潜伏しており、加齢や疲労などで免疫が低下したときに活

性化することによって発症します。 

成人のほとんどの方がこのウイルスに感染していると考えられており、帯状疱疹を発症す

るリスクがあります。患者は、50歳代から増え始め、80歳までに約 3 人に 1 人が帯状疱疹

を発症するといわれており、70 歳代で発症する方が最も多くなっています。なかには、発疹

が治った後も痛みが残ることがあります。3 か月以上続くものを帯状疱疹後神経痛（PHN）と

いいます。症状は人によってさまざまですが、日常生活に支障が出るほど強い痛みが出る場

合や、数年にわたって症状が続くこともあります。 

 

＜ 問い合わせ先 ＞  智頭町保健センター 福祉課 

電話：０８５８－７５－４１０１  FAX：０８５８－７５－４１１０ 


